























楽座神人小林家旧蔵古文書目録」 （二九六頁） と分類項目別点数を 〔表１〕 （二八一頁）に示した。なお、本文中で特に指定しない限りアラビア数字は古文書目録の文書番号とする。
　本文書群は、市場に流出したため伝来は不明であるが、 〔表
1〕か





　　　石清水八幡宮領内　　一百三拾石弐升 　　　山城国綴喜郡八幡庄 　綱座五人　　一百壱石内 　
七拾三石弐斗弐升神供料
　同断 　　　　　　　　　宮守五拾人 　　　
　　一八拾壱石 　　 　　同断 　　　　 駕輿丁座七人


























































宗に対し 訴えがあった。慶長度豊臣家造営時には遷宮料は千石であったが、このたび公儀より下された遷宮料 千 、当時からは増額されているにもかかわらず、諸役神人に渡らず贔屓の神人にのみ下行し、加増に相応の祈祷はできないと諸 が嘆いている。また江戸逗留や尾張・大垣等へ 諸費用も遷宮料から捻出し、田中家の恣にしているという。
　それに対して、田中家からの主張は、下遷宮については、寛永八年

































 六升弐合 　　 ちく
　　一、




われていた。巫女の歌舞は、内侍所御神楽や賀茂臨時祭の還立の神楽など宮廷の御神楽では行われない、石清水 の特色である。長禄四年（一四六〇）初卯二季御神楽で 神楽色目、上品 ・ 中 ・ 下の別があっても八人の巫女の奉仕はあった。 「八幡愚童訓」では、八人の御子と五人の楽人の奉仕があったとされ、 五人の 男と八人の御子即ち 「八乙女」で構成されたが、この人数は必ずしも守られるもの なかったとされている
（14）。しかし、ここにある惣市以下八人の支出は、この













神楽座一臈から渡されるのだが、駕籠銭は、三分の二は惣市が、三分の一は一臈が分担し、楽人が宿泊す 宿に対する礼銭も両者から出していた。楽人（おそらく人長） う時に手 する榊は、三本を結わえて御幣を付けたものを前日 必要な数を用意し、一臈は当日神楽の演奏最中に楽人に渡るように準備 する。神楽が終わって翌朝 惣市
にて、座中への振舞が行われる。直会を意味するのでろうか、この振舞には一臈の子供 みが交じることが許されている。
　神楽座一臈宅にて、 京から招いた楽人に晩飯を振舞うこと、 翌朝は、
























勤したとある。ここで石清水の御神楽と安居神楽の開催日を考察するために、 「安居御神事諸事記」 の記述を中心に安居神楽開催日を抽出し、その日の干支を〔表２〕 （二八一頁）にまとめた。表では宝永七年末卯之日は二十五日であり、二十四日の明くる日が卯日で、諸事記の催の日付と 前後するので、いずれか 付の誤記であろう しかし安居神楽開催の 、享保十四年以降の五度すべては卯 の翌 の辰日である。とすると恒例 初卯の御神楽に相前後して安居神楽を奉納していたといえる。
　安居神楽覚帳に名を記す「かたおか（片岡）蔵之助」と「同五郎右
衛門」は、宝永二年（一七〇五） 翌同三年に安居頭役を勤め いる。「御神楽九郎右衛門」は、神楽座の小林九郎右衛門であろう。 「谷村弥七郎・柏村左兵衛・能村主計」 三名は同四年・同五 ・同六年の安居頭役である
（17）。 「しよじ之米はらい 　五ツノ内四分六分
ニはらい」と
あり、諸費用にかかる米での支払 は、四分六で案分する。この五ツの内が何を差すか不明であるが、宝永二年から同 年までの安居頭役を勤めたこの五名であるとす と 片岡内蔵助 ・ 同五郎右衛門が四分、谷村・柏村・能村の六分で、各人均等に負担することになる。す頭役を勤めた五名が宝永 年にま めて安居神楽を主 し、その費用
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め松田助治郎・山田猪左衛門・奥勝右衛門等十一名が記載されている。そのうち松田綱次郎等四名は 一段控えて記され、頭人と共に神事に勤仕する若頭人か或いは相伴する供の者であったかもしれない。とするとこの時 頭役は七名である。この図 上部に「頭人ノ人数五六ノ時ハ畳三畳也、此度ハ 畳敷」と注記され、安居神楽は複数の頭人で執行されていたことは明らかである。
　安永期から天明期にかけて、安居神楽での本頭神人と脇頭神人の席
次争論がおこっている。安居神事は、 「朝家第一之御祈祷宮寺無双大栄也、因茲始自宮祠官所司神官神人等至于神領預所庄官百姓住民令勤仕此頭者例也」とあり神領内の から百姓住民に至るまで身分を越えて 役が差定される。とりわけ安居本 神人と脇頭神人は、事中の「小こならし」 ・ 「口明き」だ でなく、家督相続・養子披露等の場面でたびたび着座位置が争われて た
（19）。脇頭神人は、比較的新
しく八幡に移住し姓を持たない者が多いが、年月を経て次第に朱印地を集積し社士として成長する者があった。そうした脇頭人が安居神事の頭役を勤めるこ になるのである 、 毎年安居頭役を勤め終えた本 ・
脇の身分の違う祭主たちが神楽の場面に同席することから起こった争論と考えてよい。
　安居神事の期間中は「郷のこなし」 「町のこなし」 「百姓のこなし」











三ケ条にまとめられた内容を追っていく。まず一つは、旅籠屋惣兵衛は、元壇所 の与兵衛の次男で、三十年前神楽座に入り、十七年前に旅籠屋惣兵衛に養子に入り同家を相続した。六年前に三郎左衛門死去により神楽座に空席ができ、惣兵衛に神楽座出仕を申し入れたが 他家を相続し人が往来する宿 汚れた合火 扱う商売故に神 への出仕はできないと断った。 三郎左衛門の空き座 は今の三郎左衛門が勤め、惣兵衛の親が存生中にも神楽座の勤めはしていない。
　次に惣兵衛が主張する難題についてである。 せがれ九郎右衛門とは、
与兵衛の長男で惣兵衛の兄であろう、落ちかかりとあり、長男家が衰退している であろう、こ 九郎右衛門と同様に惣 も無理に出仕を命じると、 神楽銭の分配をめぐって両者が争論をおこす恐れがある。それ 避け ため、座中から市殿 神楽銭を一時預け置き、訴訟を起こす予定であったが を着服していると訴えられ迷惑している。
　最後に惣兵衛は、本座なみ 市殿へ五節句の作法を行っていると主
張しているが、五節句は誰 参ろうとも盃を出すものであり 盃を盾にして我儘を言い募ってい 。ここで本座なみとは、元から神楽座ある者に対 、脇座・新座と称し 後から株買得によって入座した者で ろう。この九月の節句に本座ではない には盃 出 ていない。 市殿より使者が来て惣兵衛を差向けないよ に申入れて来たが、惣兵衛は承引せず理不尽に神前に出かけ 、座中迷惑 あるという。本文書から 、惣兵衛は神楽座 人 一員 るこ を頑迷に訴え、
行動する姿が浮上する。
　惣兵衛は、他家を相続し、当初は神楽座出仕を俗人の飲食を用意す





宮守神人伴久金から神楽座 九郎右衛門尉に伝授したも である。伴久金は、 「八幡宮筆記」
（20）の巻末に示されるように、同年二月二十八日
に邸内に鎮 社を設け、八幡宮三神及び武内社を勧請し、 道 祭が許されている。伴家は早くから吉田神道に出入りし、 とりわけ久金は、寛永十八年（一六四一）から正保三年（一六四六）にかけて寿仙庵玄昌法橋から「唯一神道壇場荘厳図」 「神道根元集
幷
深秘之書」等数巻












石清水八幡宮の神官紀氏から受けている。御広間雑記をみると延宝二年（一六七四）十一月には、石清水神官紀斎が吉田家を訪問し、以降吉田と直接関係を築き、同四年三月初卯御神楽再興を準備したものであったと見られる。伴家のよう 個別に吉田家へ入門した神人 排除して、補任状により神事奉仕 神人身分を付与する役職である撿知が神拝作法をも伝授することで、 神官紀氏によって神事系 人を統率し、組織化していく過程と位置づけられよう。
　　　　　（三）壇所町の町年寄として　安居頭役を拝命した神人家に安居合力米が支給されるのであるが、




朱印地が含まれていた。この朱印状は、焼失 十七通の朱印状のうちの一通にあたり、貞享のころには、京の商人で大仏朱雀町丹波屋五郎左衛門の所の半平が所持しており、半平の曽祖父が八幡に居住していた時に家康より頂戴したものであったという。発給時の慶長五年から同十五年の取調まで 十年間に、田中甚吉宛ての朱印状は神領外へ持ち出され、そ 朱印地は闕所分として安居田納帳に書き上げられた。柴座町万好宛の朱印状も貞享の頃 は山科厨子奥村百姓三郎右衛門所持が確認されている
（24）。この二例は神領外に朱印状の所在が確認で
きる事例であり、 朱印状所持者であっても、 神領外に移住することかなり頻繁に行われてい 。すべて 朱印地が朱印状によ て固定されたものではなく、人の移動や売買によって流動的であった。
　安居田納帳に記録された百三十石ほどの落ち地は、慶長十六年から
三ケ年の間、郷年寄から安居神楽料として安居頭人 渡されることとなった。そ 後 豊蔵坊が公儀へ願い出 豊蔵坊 寺領として払い
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　十八世紀中頃の景観を描く 「石清水八幡宮全図」 の壇所部分 （二八一
頁）をみると、考古録が記すように西福寺が所在し、二間四方 瓦葺の毘沙門堂が確認できるが、今そのあたりは長尾八幡線 バス道路交差点付近である。毘沙門堂は、現在壇所町の浄土宗寺院念佛寺の山門の西脇に、石垣を高く積み上げた上 移転している。堂内の本尊門天像は、像高およそ一六〇糎、一木割矧造、古色 どっしり た体躯を持ち、平安時代中期の作という。
　明治十一年（一八七八）の念佛寺文書
（30）によると、本堂庫裏など念












1） 「楽家禄」巻之四十三、 年中奏楽目録第十四（ 『復刻日本古典全集』
　　五オンデマンド版、現代思潮新社、二〇〇七年）（


































　　幡宮蔵、 （ 『石清水八幡宮史料叢書』四 四三五頁）（











　　真人 「中世の御神楽と縁起」 （ 『中世文学』 第五十六号、 二〇一一年） 、　　同「石清水八幡宮寺の初卯の御神楽に対する一考察」 （ 『藝能』第　　一七号、通巻四百三十四号、二〇一一年）（















































































































































































































































右之下地 其方作敷にて 　（花押）如件 　　　　　　　　 　　能村二郎左衛門尉























































































































　　 　 請人　　 　
  　　　　　　　塩屋勘兵衛（印）



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































引〆 　三百九十壱匁八分此内京之かくにん五人へ差し引〆三百九匁六分此内百六十四文 　惣市分引〆 　百四十五匁五分六リン






















































































































































































































































































　　 　　 　 　　ふるまい
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番号 文書名 年月日 西暦 形状 差出人 宛名 備考 分類

















4 補任状 宝暦 8 年 3 月朔日 1758 竪紙 神官検知従五位下行和泉守豊高（印） 勾当大夫小林仁右衛門延勝 石清水八幡宮寺御神楽座職 補任
5 補任状 文政 10 年 12 月 1813 竪紙 正四位下近江守紀朝臣直養（花押）（印）
勾当太夫小林半兵衛尉橘重
光 石清水八幡宮寺御神楽座 補任





7 補任状 明治 2 年 8 月 11 日 1869 竪紙 神官検知従五位上紀宿祢豊宣（花押）（印） 小林九十郎橘重暉 石清水八幡宮御神楽座 補任
8 〔補任状包紙〕 ― ― 包紙 ― ― 上書「八幡宮補任　御神楽座神人通継」 補任
9 〔補任状包紙〕 ― ― 包紙 ― ― 上書「補任」（水損等により膠着） 補任
10 〔補任状包紙〕 ― ― 包紙 ― ― 上書「補任」（水損等により膠着） 補任
11 補任状 天和 2 年 7 月 12 日 1682 竪紙 依幼少用印判、公文所（印）松田五郎兵衛尉秀道 石清水八幡宮寺苻　駒形神人職 補任
12 補任状 安永 9 年 8 月 11 日 1780 竪紙 神苻務公文所 岡本勘治藤原美啓 石清水八幡宮寺符　駒形神人長職 補任
13 神拝之作法 慶安 2 年 1649 折紙 宮寺大夫大伴宿祢弥久金 九郎右衛門尉殿 祝詞あり 神道
14 神拝之作法 延宝 4 年正月 15 日 1676 折紙 神官紀宿祢豊親（印） ― 別に「神拝の次第」あり 神道
15 神拝之作法 宝暦 8 年 5 月 11 日 1758 折紙 石清水神官検知従五位下紀豊高（印）
神楽座神人小林仁右衛門延
勝 神道
16 永代かい申作敷之事 正保 4 年 12 月 25 日 1647 竪紙 能村二郎左衛門（花押） 小林九郎右衛門尉参 字はんか、1 石 2 斗、舛ハ地子舛 貸借










19 譲状之事 元禄 3 年 6 月 2 日 1690 竪紙 増祐（印）・九郎右衛門（印）仁右衛門参 御神楽座の知行買得　 貸借
20 預り申銀子之事 享保 11 年 12 月 24 日 1726 竪紙 九郎右衛門（印） 谷村右兵衛殿 御朱印之内下奈良本米二階堂村佐小分を質につき 貸借
21 証文之事 享保 15 年 4 月 6 日 1730 竪紙
請人なまず村勘四郎（花
押 ）・ 実 父 伊 勢 屋 源 兵 衛
（印）・同母きよ（印）
小林九郎右衛門殿 当三月十九日出生の娘かねを不通養子につき 町年寄役
22 送り一札 宝暦 9 年 5 月 1759 竪紙 山路町年寄小寺喜六（印） 壇所町　　　　　　　　　　　　　御年寄中 茂兵衛転宅につき 町年寄役
23 預り申銀子之事 宝暦 10 年 12 月 11 日 1760 切紙 壇所町吉郎兵衛（印） 長浜新右衛門殿 丁銀 222 匁 7 分 4 厘、来る巳 12 月元利返済につき　 貸借
24 済証文之事 天明 8 年 2 月 1788 竪紙 本人壇所町九郎右衛門・孫才二郎他４名
京都法然院御知事中清水喜
内殿 借用銀減額にて返済につき 貸借







26 永代譲り渡申居屋鋪之事 文政 13 年 11 月 1830 竪紙 譲り主与左衛門 ― 金子 5 両で高 5 斗 2 升の居屋敷 貸借
27 借用申銀子之事 慶応元年 12 月 1865 竪紙 借用人松屋清兵衛・請人塩屋勘兵衛 西福寺御世話方中
銀弐貫目　西福寺修理銀　
利足月九朱 西福寺
28 請合証文之事 明治 2 年 12 月 21 日 1869 竪紙 ノムラ西村新之丞 八わた小林由兵衛殿 かの義古手商売致度、壱ケ年の仕送りにて請合 貸借
29 〔知行譲状断簡〕 ― ― 切紙 増祐 仁右衛門参 前欠。知行の外銀子・衣類・諸道具残らず譲る 貸借




― 丁銀 81 匁借用、ね（子）9月切返済につき 貸借




柏村助右衛門様 文銀 90 目借用につき 貸借
32 一札 未年 12 月 24 日 ― 竪紙 本人壇所九郎右衛門（印）・請人生津七右衛門（印） 昌玉庵様御役人衆中 銀 23 匁 1 分借用につき 貸借
33 持寄講落札銀借用一札之事 ― ― 竪紙 ― ― 下 書 き、（ Ｎ o.52 ～ 54 関連カ ?）　銀子 900 匁 講
寛永 4 年 11 月 4 日 1627 竪紙 ― ― 惣ノ市・太夫両人合銀 130目 神楽座34 日のとうわふう





延宝 3 年寅ノ 11 月（延
宝 2 寅の誤記カ） 1674 折紙 ― ―





番号 文書名 年月日 西暦 形状 差出人 宛名 備考 分類
37 神役之書上ケ 正徳元年 7 月 17 日 1711 竪紙 小林仁右衛門 御奉行様 神楽座神人勾当大夫代々朱印高 2 石 8 斗 神楽座
38 高二石三斗弐升（郷石掛米覚） 延享 3 年 9 月 1746 竪紙 小林誰・小林九郎右衛門 河原崎伊織殿
味右衛門分田地郷石掛を壇
所会所へ出す 町年寄役









40 神楽座入之定書 宝暦 8 年 2 月 1756 竪紙 三官大夫 ― 仲間座入賦り物、振舞倹約につき 神楽座
41 〔安居石打・百貫打銭持参命令書〕 宝暦 10 年 11 月 1760 竪紙 郷中（印） 檀所町 裏書に受取と割印あり 町年寄役





















水喜内殿 No.24 と同内容 貸借





46 覚（宮守神楽座帯刀人調） 文政元年 9 月 1818 竪紙 年寄九郎右衛門（印）・同小林市右衛門（印） 御当職様御役人中様 帯刀人 4 名書上 町年寄役
47 一札之事（宗旨改） 文政 5 年 8 月 1822 竪紙 橋本町本祥寺（印） 八幡壇所御町内中 津国屋傅次郎妻八重は代々法華宗につき 町年寄役





49 山城国綴喜郡八幡（壇所町家数人数調） 文政 5 年 6 月 1822 竪紙
檀所町年寄小林九郎右衛
門・小林小左衛門 御当職様御役人中
家 数 28 軒・ 男 53 人・ 女
54 人 町年寄役
50 法類請一札 文政 5 年 5 月 1822 竪紙 下奈良村正光寺（印） 弾正町九郎右衛門殿・同所小左衛門殿
西福寺無住にて法類清壽住
職致すにつき 西福寺
51 持寄講落札借用一札之事 慶応元年 12 月 1865 竪紙





銀 2 貫目を毎会 200 目宛返
済 講
52 持寄講落札銀借用一札之事 慶応 2 年 4 月 3 日 1866 竪紙
借 用 主 紺 座 町 嘉 左 衛 門
（印）・請人下奈良村杢左衛
門
講元大和屋金蔵殿世話方中 銀子 900 匁、毎会 100 匁宛寅四月より午霜月迄返済　 講




講元大和屋金蔵殿世話方中 銀子 900 匁、毎会 100 匁宛寅四月より午霜月迄返済　 講




講元大和屋金蔵殿世話方中 銀子 900 匁、毎会 100 匁宛寅四月より午霜月迄返済　 講
55 持寄講落札借用一札之事状 慶応 2 年 4 月 1866 竪紙 借用人塩屋源兵衛（印）・請人念佛寺（印） 講元傳兵衛殿御世話方中
銀 1 貫 800 目、毎会 200 目
宛返済 講
56 〔書状〕 8 月 4 日 ― 竪紙 西村拝 小林御氏 面会の節ちかの名前に印下すにつき 個人
57 〔書状〕 12 月 12 日 ― 竪紙 田中大次勝行（花押） 小林仁右衛門 入家婚儀等も無滞相調につき 個人





59 〔書状〕 壬申 2 月 15 日 ― 継紙 西村 小林御氏様 兵助を京都へ引合致とも返答無につき 個人
60 〔書状〕 9 月 11 日 ― 継紙 ノムラ西村新之允 八わた由兵衛様 石田村周蔵殿上京、約束の明 12 日を見合わせ頼み 個人
61 覚 7 月 17 日 ― 竪紙 西村新之丞 小林由兵衛殿 金 5 両当月晦日限り渡し 個人
62 覚 7 月 17 日 ― 竪紙 西村新之丞 八わた小林由兵衛殿 金 10 両当月晦日限り渡し 個人
63 キ（ぶり・ちりめん等代金書上げ） ― ― 竪紙 魚嘉 小林様
「渡ス」（異筆）により、請
求代金支払済の覚 諸勘定
64 記（針代等代金書上） 1 月切 ― 竪紙 下結や 小林九十郎様 「渡ス」（異筆） 諸勘定
65 キ（種油等代金書上） 1 月 31 日 ― 竪紙 家村 小林九十郎様 「渡ス」（異筆） 諸勘定
66 記（白米代書付） 1 月切 ― 竪紙 梶長 小林九十郎様 「渡ス」（異筆） 諸勘定
67 キ（うどん・ぶり等代金書上）1 月切 ― 竪紙 天喜 小林九十郎様 「渡ス」（異筆） 諸勘定
68 キ（うどん・丼等代金書上）12 月 31 日 ― 竪紙 山城綴喜郡八幡町朝日屋 小林九十郎様 「渡ス」（異筆） 諸勘定
69 〔代金勘定覚〕 酉ノ 12 月 ― 竪紙 木や庄右衛門 旦所丁九郎右衛門 木わた・大豆・餅米等 諸勘定
70 〔桑名・尾張等定宿年寄等人名書上〕 ― ― 断簡 ― ― No71 関連ｶ、前欠 その他
71 〔東海道宿場別代金書上〕 ― ― 断簡 ― ― No70 関連ｶ、前後欠 その他




番号 文書名 年月日 西暦 形状 差出人 宛名 備考 分類
73 〔米・油等代金勘定覚〕 酉 7 月 ― 切紙 木や庄右衛門 たん所九郎右衛門殿 前欠、No.72 関連ｶ 諸勘定
74・
75 男山八幡宮全山図
明 治 11 年 9 月 13 日
出版御届 1878 絵図
著者辻村豊富（印）・出版
人中嶋敬次郎 ― 水損シミあり その他
76 〔包紙〕 ― ― 包紙 ― ― 上書「本迹縁起 [　]」朱印あり、77 を包む その他
77 〔亀乗寿老人図〕 ― ― 絵画 □白堂［　　］（印）（署名部分破損甚大） ― 紙本墨画淡彩。 個人
78 〔楽人衆・惣ノ一殿・太夫等下行代書上〕 ― ― 横帳 ― ―
「古キ日記ヲ以テうつしお
くものなり」とあり 神楽座
79 〔楽人衆・惣ノ一殿・太夫等下行代書上〕 ― ― 横帳 ― ― No.78 と同内容 神楽座
80 御願申川堀雑用之覚 辰 4 月 10 日 ― 竪紙 檀所町年寄辻村仁兵衛 郷御役人中様 車損料・ろうそく・油代金書上 町年寄役






82 〔神楽下行米配分覚〕 ― ― 竪紙 ― ― 神楽座
83 〔書状〕 寛永 11 年 8 月 22 日 1634 折紙 惣市（花押）（印） 後大夫参 八幡宮下遷宮正遷宮神楽銭受取につき 神楽座








85 服忌令　全　 宝永 5 年子 5 月吉日 1708 竪帳 八幡壇所町小林仁右衛門 ― 石清水八幡宮社例号服忌令 神道
86 修理講 明和 6 年 11 月 27 日 1769 竪帳 ― ―
修理講銀受取、12 名の講
定、明和 6 年～安永 3 年
頼母子講銀預証写
講






88 神祇道服紀（ﾏﾏ）令 ― ― 横 半帳 ― ―
巻末「吉田之服紀令以令二
書写一者也」とあり 神道
89 〔和歌〕 ― ― 短冊 ― ―






90 御社用参神楽式日 ― ― 竪紙 ― ― 正月から十一月初卯まで13 の式日書上 神楽座
91 石清水八幡宮御祈祷御札 ― ― 札 本頭神人奥村播磨 ― 神道
92 六根清浄祓 ― ― 竪紙 ― ― 朱の訓点あり 神道





94 安居神楽覚帳 宝永 2 年 2 月 1 日 1705 横帳 ― ― 裏表紙「小林仁右衛門ひかへ」とあり 神楽座
（二〇一八年十月一日受理）
（たけなか 　ゆりよ 　文学部歴史学科 　特任講師）
二九八
